
教
室
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
数
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
陳
式
の
型
を
早
く

身
に
付
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
こ
の
教
室
で
の
講
習
は
半

分
以
上
が
「
太
極
拳
で
動
け
る
身
体

つ
く
り
」
で
、
（
骨
格
、
筋
肉
の
構

造
を
基
に
）
立
つ
、
歩
く
、
肩
関
節

や
股
関
節
、
体
幹
の
動
か
し
方
、
と

き
に
は
、
教
材
（
ボ
ー
ル
、
熊
手
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
等
）
を
使
っ
て
の
講

習
が
続
き
ま
す
。

ま
ず
、
わ
か
っ
た
の
は
、
自
分
は
、

（
姿
勢
も
、
歩
法
も
）
基
本
か
ら
出

来
て
い
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。

型
を
追
う
事
に
汲
々
と
し
て
き
た

自
分
に
は
目
か
ら
鱗
の
連
続
で
し
た
。

「
身
体
に
は
未
開

発
の
部
分
が
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
変
わ
る

こ
と
が
出
来
る
」
、

と
い
う
言
葉
に
励

ま
さ
れ
、
根
気
強

く
指
導
し
て
下
さ
る
、
先
生
方
に
助

け
ら
れ
、
せ
っ
せ
と
教
室
通
い
を
続

け
て
い
る
私
で
す
。

（
Ａ
）
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東
三
国
陳
式
太
極
拳
教
室
に
数
年

基
本
練
習
は
目
か
ら
鱗
の
連
続

城
北
支
部
は
５
月
11
日
に
百
科
検

定
受
験
促
進
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
府
連
百
科
検
定
委
員
会

の
高
田
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

16
名
（
男
性
11
、
女
性
５
名
）
の
参

加
で
盛
会
で
し
た
。

高
田
さ
ん
が
初
級
の
過
去
問
題
を

分
析
整
理
し
た
資
料
を

基
に
丁
寧
に
解
説
し
た

後
、
全
員
で
第
14
回
初

級
試
験
を
10
問
ず
つ
解

い
て
答
え
合
わ
せ
を
し
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
る
形
で
進
め
ま
し

た
。
40
問
中
７
問
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ

（
人
口
、
少
数
民
族
、

宗
教
、
直
轄
市
、
時
差
、

魯
迅
の
作
品
、
お
茶
の

産
地
）
、
積
極
的
な
応

答
、
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
講
座
の
成
功
の
た
め
に

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
折
り
込
ん
だ

ビ
ラ
を
見
て
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

は
、
こ
の
講
義
を
受
け
て
日
中
友
好

協
会
に
入
会
、
初
級
試
験
受
験
も
決

意
さ
れ
ま
し
た
。

城
北
支
部
は
今

の
と
こ
ろ
、
百
科

検
定
初
受
験
の
方

３
名
を
含
め
、
初

級
１
名
、
３
級
２

名
、
２
級
１
名
の

計
４
名
が
第
15

回

試
験
受
験
予
定
で

す
。
６
月
の
申
込

締
切
ま
で
も
う
一

声
二
声
か
け
て
受

験
者
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
西
脇

義
彦
）

※
１
回
目
の
政
権
交
代

１
９
９
６
年
に
初
め
て
国
民
の
直

接
投
票
に
よ
る
総
統
選
挙
が
お
こ
な

わ
れ
、
国
民
党
の
李
登
輝
が
再
任
さ

れ
ま
す
。
２
０
０
０
年
李
登
輝
退
任

後
の
選
挙
で
は
国
民
党
の
候
補
者
が

割
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
民
進

党
の
陳
水
扁
が
当
選
し
、
50
年
続
い

た
国
民
党
政
権
か
ら
民
進
党
へ
の
政

権
交
代
が
実
現
し
ま
す
。

し
か
し
民
進
党
は
立
法
委
員
で
過

半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
ま
で
に
は

至
ら
ず
、
民
進
党
の
改
革
は
思
い
通

り
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

台
湾
は
２
０
０
２
年
、
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
加
盟
し
、
国
際

社
会
で
の
承
認
を
得
る
動
き
が
強
ま

り
ま
す
。
台
湾
の
こ
の
よ
う
な
動
き

は
中
国
か
ら
反
発
を
受
け
ま
す
。
世

論
は
中
国
本
土
と
の
統
一
（
国
民
党
）

と
、
独
立
（
民
進
党
）
で
二
分
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

※
２
回
目
の
政
権
交
代

中
国
と
の
対
立
姿
勢
に
危
惧
を
感

じ
た
台
湾
の
人
々
は
、
２
０
０
８
年

の
総
統
選
挙
で
対
中
融
和
政
策
を
と

る
国
民
党
の
馬
英
九
を
総
統
に
選
び

ま
す
。
馬
英
九
は
統
一
問
題
を
棚
上

げ
し
、
中
国
と
の
経
済
交
流
を
進
め

ま
す
。
中
国
と
台
湾
間
で
、
通
信
・

通
商
・
通
航
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

※
３
回
目
の
政
権
交
代

馬
英
九
は
２
０
１
４
年
に
、
台
湾

と
中
国
の
間
で
運
輸
、
金
融
、
医
療
、

美
容
な
ど
の
自
由
化
を
目
指
す
「
両

岸
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
」
を
締
結
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。

台
湾
政
府
は
台
湾
の
人
々
に
は
秘

密
で
中
国
と
交
渉
を
進
め
ま
し
た
。

台
湾
で
は
学
生
を
中
心
に
反
対
運

動
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
２
０
１

６
年
の
選
挙
で
民
進
党
の
蔡
英
文
が

第
７
代
総
裁
に
当
選
し
ま
す
。

３
回
目
の
政
権
交
代
で
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾

第
９
回

政
権
交
代
が
実
現

国
民
党
政
権
か
ら
民
進
党
へ

城
北
支
部

百
科
検
定
受
験
促
進
講
座

活
発
な
議
論
湧
き
、
受
験
者
と
会
員
増
え
る

行

事

案

内

★
７
月
７
日
１
時
か
ら
国
労
会
館

第
70
回
日
中
大
阪
府
連
大
会

活
動
の
ま
と
め
と
方
針
の
決
定

決
算
と
予
算
の
決
定

新
役
員
選
出

そ
の
他

会
員
準
会
員
で
参
加
予
定
の
方
は

府
連
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

★
７
月
13
日

３
時
か
ら

第
15
回
中
国
百
科
検
定

★
７
月
15
日(

祝)

２
時
か
ら

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
会

国
労
会
館
３
階

中
会
議
室

「
集
ま
る
こ
と
で
元
気
に
な
り
た

い
」
府
連
女
性
部
の
こ
の
思
い
を

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
が
受
け
止
め
て
、

交
流
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
案
内

を
今
号
に
折
り
込
み
し
て
い
ま
す
。

４
月
14
日
開
催
し
た
学
習
講
演
会

『
光
明
池
の
歴
史
を
探
る
』
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の

51
名
が
参
加
。
講
師
に
三
宅
美
千
子

氏
（
和
泉
市
に
お
け
る
在
日
コ
リ
ア

ン
の
歴
史
を
考
え
る
会
）
を
お
招
き

し
、
た
く
さ
ん
の
写
真
や
資
料
を
元

に
、
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
お
話

し
が
聞
け
ま
し
た
。

古
代
の
文
化
交
流
、
植
民
地
支
配
、

戦
争
・
戦
後
の
池
の
役
割
の
変
遷
な

ど
光
明
池
の
歴
史
を
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

１

古
代
は
須
恵
器
の
大
生
産
地
帯
、

渡
来
人
と
の
交
流
の
場
所
だ
っ
た

２

戦
前
の
光
明
池
工
事
は
３
０
０

人
近
い
朝
鮮
人
が
危
険
な
労
働
に
従

事
、
10
数
名
が
犠
牲
に
な
っ
た

３

戦
争
中
に
出
征
兵

士
の
無
事
を
祈
っ
て

「
か
え
っ
て
こ
い
」
と

ひ
そ
か
に
鯉
を
放
し
た
。

学
習
講
演
会
の
後
、

徒
歩
で
光
明
池
に
向
か

い
、
本
堤
防
、
朝
鮮
人

労
働
者
慰
霊
碑
、
朝
鮮

人
労
働
者
の
お
墓
な
ど

現
地
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
光

明
池
が
朝
鮮
人
労
働
者

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と

は

知

ら

な

か

っ

た

」

「
自
分
の
ま
ち
の
こ
と

を
深
く
知
れ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
堺
支
部
と
「
南
区
合
同

会
議
」
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
企
画
。
こ

れ
ま
で
日
中
友
好
協

会
と
接
点
が
な
か
っ

た
市
民
が
た
く
さ
ん

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
他
団
体
と
の

共
同
企
画
を
す
す
め
、

活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ふ
じ
た
だ
い
す
け
】

写
真
は
工
事
中
の

高
さ
23
ｍ
、
幅
１
ｍ

の
ト
ロ
ッ
コ
軌
道

堺
支
部
ジ
ョ
イ
ン
ト
企
画
の
学
習
講
演
会

光
明
池
か
ら
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歴
史
が
見
え
る

全
大
阪
「
花
の

き
り
え
展
」
は
５

月
14
か
ら
19
日
長

居
公
園
内
「
花
と

緑
と
自
然
の
情
報

セ
ン
タ
ー
」
の
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

34
点
の
花
の
力
作

が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
近
藤
好

幸
さ
ん
は
「
ゆ
り
」

前
田
尋
さ
ん
は

「
桜
花
」
を
出
展

さ
れ
ま
し
た
。

花
の
き
り
え
展

代 総 統 政 党 期 間

初 代 蒋介石 中国国民党 1948～1975（27年）

第２代 厳家淦 中国国民党 1975～1978（3年）

第３代 蒋経国 中国国民党 1978～1988（10年）

第４代 李登輝 中国国民党 1988～2000（12年）

第５代 珍水扁 民主進歩党 2000～2008（8年）

第６代 馬英九 中国国民党 2008～2016（8年）

第７代 蔡英文 民主進歩党 2016～2024（8年）

第８代 頼清徳 民主進歩党 2024～



堺
支
部
は
こ
の
春
初
め
て
と
な
る

他
団
体
と
協
力
協
同
し
て
３
回
連
続

の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
回
目
の
小
牧
薫
先
生
の
講
演
は
、

５
月
12
日
堺
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
平
和
へ
の
思
い
が
繋
が
り

連
帯
感
あ
ふ
れ
る
講
演
会
に
な
り
ま

し
た
。
主
催
は
堺
市
民
懇
で
共
催
は

歴
教
協
堺
支
部
・
堺
平
和
委
員
会
・

日
中
友
好
協
会
堺
支
部
の
３
団
体
。

堺
市
で
の
協
力
協
同
が
大
き
く
発

展
し
ま
し
た
。

小
牧
先
生
は
開
戦
を
め
ぐ
っ
て
の

「
杉
山
メ
モ
」
や
昭
和
天
皇
の
「
開

戦
詔
書
」
の
原
文
を
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
敗
戦
を
終
戦
と
し
た
「
敗
戦
詔

書
（
玉
音
放
送
）
」
か
ら
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
の
本
質
を
解
明
す
る
興
味

深
い
内
容
の
講
演
で
、
参
加
者
に
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

発
言
し
た
Ｓ
さ
ん
は
今
年
99
歳
の

白
寿
。
「
国
鉄
労
働
者
の
同
僚
３
人

が
海
軍
に
行
き
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
」

こ
と
な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿

で
元
気
な
姿
に
参
加
者
か
ら
拍
手
。

気
迫
あ
ふ
れ
る
小
牧
先
生
の
講
演

は
80
名
の
参
加
で
成
功
。
日
中
堺
が

こ
の
春
に
諸
団
体
と
共
催
し
た
３
回

連
続
公
開
講
座
は
す
べ
て
成
功
し
平

和
の
取
り
組
み
の
協
力
協
同
が
大
き

な
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

（
支
部
長

浅
田

勝
美
）
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八
尾
市
内
に
残
る
聖
徳
太
子
と
物

部
守
屋
の
足
跡
を
こ
れ
ま
で
最
高
の

12
人
で
歩
き
ま
し
た
。
国
道
24
号
線

の
太
子
堂
交
差
点
南
側
の
太
川
神
社

（
お
お
か
わ
じ
ん
じ
ゃ
）
の
祭
神
は

ス
サ
ノ
オ
命
で
約
翌
と

招
福
の
神
、
太
子
堂

（
大
聖
勝
軍
寺
）
の
氏

神
に
。

さ
ら
に
太
子
堂
（
大

聖
勝
軍
寺
）
の
境
内
へ
。

本
尊
が
如
意
輪
観
音
、

開
基
は
聖
徳
太
子
で
三

太
子
堂
の
一
つ
。
叡
福

寺
（
太
子
町
）
の
「
上

の
太
子
」
、
野
中
寺

（
羽
曳
野
市
）
の
「
中

の
太
子
」
に
対
し
て
、
「
下
の
太
子
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

５
８
７
年
、
崇
仏
派
の
蘇
我
馬
子

に
同
調
し
た
聖
徳
太
子
が
排
仏
派
の

物
部
守
屋
と
の
戦
い
で
「
い
ま
も
し

我
を
し
て
敵
に
勝
た
し
め
ば
、
か
な

ら
ず
四
天
王
の
お
ん
た
め
に
寺
塔
を

建
つ
べ
し
」
（
日
本
書
紀
）
と
祈
願

し
て
戦
勝
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
い
の

あ
と
四
天
王
を
祭
る
た
め
の
寺
院
と

し
て
四
天
王
寺
な
ど
を
建
立
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
が
物

部
守
屋
の
大
軍
に
包
囲
さ
れ
て
窮
地

に
陥
っ
た
時
に
椋
の
大
木
が
真
っ
二

つ
に
割
れ
、
そ
の
幹
の
空
洞
に
太
子

は
身
を
潜
め
て
九
死
に
一
生
を
得
た

と
い
い
、
太
子
は
椋
の
木
で
四
天
王

の
像
を
刻
み
ま
し
た
。

戦
は
迹
見
赤
檮
が
放
っ

た
矢
に
守
屋
は
倒
れ
、

大
聖
勝
軍
寺
の
名
は
こ

こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

寺
の
す
ぐ
横
に
ゆ
か
り

の
池
（
守
屋
首
洗
い
の

池
）
、
敗
れ
た
物
部
守

屋
の
墓
、
近
く
に
は
守

屋
を
倒
し
た
矢
を
埋
め

た
と
い
う
鏑
矢
塚
、
守

屋
を
倒
し
た
弓
を
埋
め

た
と
さ
れ
る
弓
代
塚
も
あ
り
ま
し
た
。

南
太
子
堂
交
差
点
を
北
へ
、
植
松

地
域
の
旧
村
集
落
に
は
、
白
壁
の
蔵

の
あ
る
大
き
な
屋
敷
が
連
な
り
、
そ

の
先
に
、
渋
川
神
社
が
あ
り
ま
す
。

創
建
の
年
月
は
不
明
で
す
が
、
飛
鳥

時
代
に
こ
の
地
域
に
大
き
な
権
力
を

持
っ
て
い
た
物
部
氏
一
族
の
館
の
跡

と
も
い
わ
れ
、
境
内
に
は
大
阪
府
の

天
然
記
念
物
の
大
ク
ス
ノ
キ
（
樹
齢

千
年
）
が
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。

（
中
河
内
支
部
・
西
岡
健
二
）

し
み
じ
み
と
治
安
維
持
法
の
不
本

意
な
検
挙
に
よ
り
獄
死
し
た
方
々
の

無
念
さ
が
伝
わ
り
、
体
中
が
怒
り
で

沸
騰
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
法
律
が

で
き
た
の
か
…
治
安
を
乱

し
た
の
は
、
む
し
ろ
国
家

権
力
の
方
で
し
ょ
う
…
ヤ

ラ
レ
ル
前
に
ヤ
ル
と
い
う
、

今
の
プ
ー
チ
ン
や
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ア
フ
と

同
類
じ
ゃ
な
い
で
す
か
…

ア
メ
リ
カ
に
組
み
込
ま
れ

専
守
防
衛
を
す
る
国
に
批
判
資
格
は

な
い
で
す
。

笠
木
透
が
且
つ
て
歌
っ
た
『
軟
弱

者
』
♪
こ
の
国
を
守
る
た
め

軍
隊

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
ら

軍
隊
が
な
く
て
は
滅
び
て
い
く
と
し

た
ら

滅
び
て
い
こ
う
で
は
な
い
か

『
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
戦
力
は
持
た
な
い

私

た
ち
は
何
と
言
わ
れ
よ
う
と

戦
争
は
し
な
い
』
♪
軟
弱
者

と
笑
う
が
い
い

非
暴
力
で

滅
び
た
国
が
あ
っ
た
と

無

抵
抗
で
滅
び
た
人
々
が
あ
っ

た
と
愚
か
に
も
滅
び
て
い
っ

た
と
『
私
た
ち
は
、
ど
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
戦
力
は
持

た
な
い

私
た
ち
は
何
と
言
わ
れ
よ

う
と
戦
争
は
し
な
い
』
♪
『
武
器
な

き
戦
い
』
ま
！
さ
に
！
こ
れ
に
尽
き

る
で
し
ょ
う
！

（
田
中

澄
江
）

河
内
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
る
会

聖
徳
太
子
と
物
部
守
屋
の
足
跡
を
歩
く

知
ら
な
い
事
を
知
る
の
は

と
て

も
楽
し
い
で
す
。
中
国
を
深
く
知
る

機
会
が
出
来
た
こ
と
は
嬉
し
い
事
で

す
。
中
国
は

何
度
か
訪
問
し
て
い

ま
す
。
旧
満
州
の
ハ
ル
ピ
ン
、
北
京
、

南
京
、
上
海
、
大
連
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
な
ど
戦
跡
巡

り
が
中
心
の
テ
ー
マ
で
、
負
の
遺
産

訪
問
で
し
た
。

地
理
や
文
化
、
近
代
社
会
の
学
習

が
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
３
月
か
ら

の
～
中
国
世
界
遺
産
～
特
に
秦
の
始

皇
帝
の
発
掘
の
困
難
さ
や
、
兵
馬
俑

の
兵
士
一
人
一
人
の
表
情
の
違
い
や

身
長
の
大
き
さ
な
ど
今
回
の
学
習
会

で
深
く
知
れ
た
事
が
新
鮮
で
し
た
・

私
の
年
齢
に
は
遅
す
ぎ
る
学
習
と

思
わ
れ
ま
す
、
も
う
少
し
早
く
学
習

会
に
参
加
し
て
い
た
ら
良
か
っ
た
。

文
章
や
地
名
を
知
っ
て
る
事
を
単
純

に
知
っ
た
つ
も
り
で
し
た
か
ら
・
・
・
・

皆
さ
ん
が
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
あ
た
ら
し
い
知
り
合
い
も
出

来
て
心
強
く
思
い
ま
す
。
中
国
は
面

積
も
大
き
く
、
歴
史
も
深
い
、
多
民

族
国
家
で
地
下
資
源
も
甚
大
な
ど
知

り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
こ
と
を
楽
し
く
知
る
こ
と

も
心
が
け
最
後
ま
で
キ
ッ
チ
リ
学
習

出
来
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

（
森
岡

明
子
・
西
支
部
会
員
）

女
性
部
学
習
会
に
参
加
し
て

世
界
遺
産

知
ら
な
い
こ
と
を
楽
し
く
知
る

西
支
部
映
画
会
「
武
器
な
き
戦
い
」
を
観
て

堺
支
部

平
和
へ
の
思
い
が
繋
が
る
公
開
講
座

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
―
開
戦
と
終
戦

漢
詩

漢
文
講
座

陶
淵
明
を
再
発
見

５
月
26
日
国
労
大
阪
会
館
で
、
漢

詩
・
漢
文
講
座
「
陶
淵
明
を
再
発
見
」

の
第
３
回
を
20
名
の
参
加
で
行
な
い

ま
し
た
。
宋
の
時
代
の
詩
人
・
陶
淵

明
は
悩
み
ぬ
い
て
41
歳
で
官
職
を
捨

て
、
貧
し
い
な
が
ら
も
故
郷
で
農
業

を
し
な
が
ら
多
く
の
詩
を
書
い
た
田

園
詩
人
で
す
。
今
回
は
彼
の
一
番
恐

れ
た
も
の
「
死
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
世
の
中
の
面
倒
な
こ
と
か
ら

離
れ
て
、
故
郷
で
お
酒
を
愛
し
、
詩

を
書
き
、
自
由
に
暮
ら
す
中
で
な
ぜ

死
を
恐
れ
た
の
か
。
彼
は
自
由
な
自

分
、
満
足
し
て
い
る
幸
せ
な
自
分
の

存
在
が
無
に
な
っ
て
し
ま
う
事
を
恐

れ
た
の
で
す
。

下
定
先
生
が
い
つ
も
楽
し
そ
う
に

講
義
を
さ
れ
る
の
も
魅
力
で
、
毎
回

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

（
Ｈ
）

第
４
回

６
月
23
日
２
時
か
ら

５
月
30
日
、
第
20
回
中
国
帰
国

者
支
援
委
員
会
が
大
阪
帰
国
者
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
場
に
朝
日
新
聞
の
記
者
が
取
材

に
来
ら
れ
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
帰
国
者

支
援
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
位
置
付

け
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。
今
後
私

た
ち
と
一
緒
に
こ
の
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
帰
国
者
二
世
の
生
活
支
援

を
求
め
る
請
願
署
名
は
１
２
６
７

筆
（
追
加
目
標
二
千
筆
）
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
府
連
は
第
一
次
、
第

二
次
と
も
目
標
を
超
過
達
成
し
て

い
ま
す
。
全
国
で
は
10
万
目
標
に

対
し
６
万
５
千
筆
の
到
達
で
す
。

６
月
10
日
（
月
）
の
国
会
請
願

に
は
石
井
が
参
加
予
定
で
す
。

日
本
政
府
と
中
国
政
府
の
間
で

取
り
交
わ
し
た
「
口
上
書
」
は
外

交
文
書
で
あ
り
法
律
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
帰
国
者
二
世
が
支
援
の

対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
点
。
新
支

援
法
で
も
一
世
の
配
偶
者
へ
の
支

援
は
欠
落
し
て
い
ま
し
た
が
、
立

法
（
一
部
改
正
）
に
よ
り
追
加
さ

れ
た
点
に
確
信
を
持
ち
、
帰
国
者

二
世
も
支
援
の
対
象
と
す
る
運
動

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

日
中
友
好
新
聞
２
面
好
評
連
載

中
の
「
中
国
残
留
日
本
人
・
中
国

帰
国
者
の
人
生
が
問
い
か
け
る
こ

と
」
浅
野
慎
一
摂
南
大
学
教
授
は

６
月
で
終
了
し
ま
す
。

「
先
生
の
お
話
を
直
接
聞
き
た
い
。
」

と
い
う
声
に
応
え
先
生
を
招
い
て

講
演
会
を
こ
の
秋
、
計
画
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
来
春
「
帰
国
者
を

励
ま
す
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
は
中
国
帰
国
者
二
世

の
手
記
が
日
中
友
好
新
聞
に
連
載

さ
れ
ま
す
。
大
阪
府
連
は
７
人
の

方
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
石
井

勉
）

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
５
期
生
募
集
中

月
１
回
日
曜
日

10
回
１
万
円

大
阪
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

９
時

第
５
期
第
２
回

６
月
23
日

（
簡
化
24
式
を
終
了
し
た
人
）

西
支
部
太
極
拳
講
習
会

第
１
１
８
期
講
習
会
は

４
月
か
ら
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館
で

６
時
半
か
ら
開
講
中
で
す
。

中
国
帰
国
者
二
世
生
活
支
援

国
会
請
願
へ


